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発見しやすいのは、下記のような生活習慣病です。
これらは基本的な血液検査などでスクリーニング
できるため、かなりの確率で発見できます。 

健診や人間ドックの受診状況をみると、男性
72.0％で女性は63.1％。一方、受診しなかっ
た人にその理由を聞くと…。 

健診の目的は、まず病気の早期発見・早期治療に役立てること。
また、自分の健康状態を知り生活習慣を見直すきっかけにすることもそのひとつです。
自覚症状のないまま病気が進行することもあるので、毎年受診するようにしましょう。 

健診でわかるこんなこと

受診しないとソンをする！？ 

その他、尿検査や心電図検査、眼底検査、貧血検査などを行います。 

・肥　満

・高血圧

・脂質異常症

・糖尿病

・肝機能低下

肥満はさまざまな生活習慣病の原因に

血圧が高いほど動脈硬化のリスクが高い

動脈硬化になりやすいかどうか判断

糖尿病か糖尿予備軍かを判断

食べすぎ、飲みすぎによる肝臓の傷み具合

チェックポイント 検査項目
腹囲／身長・体重（ＢＭＩ） 

収縮期血圧／拡張期血圧 

中性脂肪／ＨＤＬコレステロール／ＬＤＬコレステロール 

空腹時血糖／ＨｂＡ１ｃ

ＡＳＴ（ＧＯＴ）／ＡＬＴ（ＧＰＴ）／γ‐ＧＴ（γ‐ＧＴＰ）

１位
33.5％

心配なときはいつでも
医療機関を
受診できるから

２位
22.8％

時間が

とれなかったから 

３位
20.2％

めんどうだから

４位
14.9％

費用がかかるから

（数字は「平成28年 国民生活基礎調査の概況」による） 

健診で チェックしようカラダカラダ

生活習慣病の多くは、
気づいたときには

かなり進行しているケースも。
何かあったら

病院に行けばいい、
では手遅れです。 

仕事に家事にと毎日
忙しいのはわかります。
でも健診を受けなかった
ために自分が病気で
倒れてしまったら、
元も子もありません。 

確かにめんどう
かもしれませんが、
このひと手間が、
今後も元気で
いられるための
保険になるのです。 

本来なら数万円という
健診費用が健保組合の

補助により割安に受けられます。
発見が遅れて治療費が
膨大になったら

老後のお金にも響きます。 

本当は・・・


